
1. はじめに

心理臨床の専門性を身に着けるためには、専門分

野の知識や理論を学ぶとともに、様々な実習の場

において実践から学ぶことが重視されている。養

成機関である大学院は、一定の役割を担うことが

できる専門的基準を示し、社会的要請に応えられる

だけの系統的で具体的な臨床教育の充実が求められ

る。2018年から始まった国家資格である公認心理師

の養成課程カリキュラムにおいて、大学院では「心

理実践実習」として450時間、学部では「心理実習」

として80時間以上が課されており、実習には事前・

事後学習が行われ、実習記録を作成し、それを基に

省察する振り返りに多くの時間が充当される。その

際、状況や出来事の報告や表層的で型通りな説明に

留まるのではなく、実習者の自己が関与した内的体

験に触れられ、対象との相互作用の観点が含まれた

内省の深まりが目標となる。実習体験の振り返りそ

のものが、心理臨床力の質的向上につながる有効な

トレーニングになる工夫が必要である。

多くの実習生は人への関心を持ち、人と関わるこ

とで人に役にたちたいという純粋な希望を持ち、そ

のために専門性や技術を身に着けることを目指し、

心理臨床の門をくぐると思われる。しかし、心理臨

床という専門世界の多様性、不確実性に戸惑い、実

践上の問題の難しさや複雑さに直面する。正解の

ない答えを自分自身で探していく過程で、初心者の

段階でも臨床的行為の説明を求められ、他者から評

価を受ける厳しさを知る。ケースカンファレンスな

どの発表の場では、言葉にならないもどかしさから

徐々に発言が少なくなり、期待に満ちた新鮮な表情

から硬さへと変化していく様子も見受けられる。実

際、複雑で多様な体験を、感覚や感情に通じながら

自分の言葉にして伝えていくことは容易なことでは

ない。村瀬（2003）は、心理療法の基礎となるもの

として、「自分の中にわき起こってくる感情や考えを、

素直にそれが自分の所与のものだと気づき認める試

みが基盤となろう。言葉と実体を繋ぐ、言葉を自分

の経験と思考に照合させて使うように心懸ける。自

分の話し言葉、書き言葉を自分の中をくぐらせ、経

験や会得した知識に照合させて自分で納得してから

使うように平素心懸る。」などを挙げている。つまり、

心理臨床の基盤を作るためには、実感に触れる体験

からの言語化を心がけ、理論と実践を乖離させない

ことが肝要である。

初学者にとって有意義な実践実習になるためには、

養成者側が初学者の学習プロセスをよく理解するこ

とが必要である。心理臨床家の発達モデルは段階モ

デルが多い（真鍋・岡本, 2016）。金沢（1998）の紹

介による、Skovholt,T.M. & Ronnestad, M. Hが1995

年に提唱したセラピストの８段階は、多くの研究か

ら支持されており、大学院生は第２段階「専門家と

しての訓練に移行する段階」、第３段階「エキスパー

トを模倣する段階」、第４段階「条件的自律の段階」

にあたり、やる気と情熱は高いが自信が無く不安や

焦りを感じやすいこと、自分のスタイルが持ててお

らず周囲の影響を受けやすく、特定の枠組みに当て

はめて対応してしまうこと、初めてのクライエント

との出会いやスーパーヴィジョンを受ける体験が重

要となることが示されている。

日本における初学者の養成プロセスについては割
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澤（2017）に詳しい。臨床心理士指定大学院におけ

る学生の学習プロセスの個人差の研究では、初学者

の学習プロセスは、【知識や助言に依拠する学び】

と【自身の感覚や判断に依拠する学び】を両輪として、

【１ 捉えどころの分からなさ】【２ 専門家としての

未熟な自分の感覚や判断の信頼できなさ】【３ 現時

点での自分の感覚や判断の信頼と活用】【４ 個々の

気づきや学びの「つなぎの視点」の獲得】の４つの

カテゴリーを行きつ戻りつしながら進行するという。

また、初学者の教育、訓練に際してのポイントとし

て、①自分で感じ考えること、②揺れ戻りの経路の

多様性に注意すること、③初学者の主体的な試行錯

誤をサポートすること、④学習対象の選択と限定化

に留意することの重要性を指摘している。

このように、初学者が主体的に感じ、考え、試行

錯誤ができること、知的理解ではなく体験的に理解

することなどが提唱されてはいるが、それを身に着

つけるための効果的なトレーニング方法やその効用

の検証は未だ十分に取り組まれていない。そのよう

ななかでもフォーカシングを取り入れた方法の有用

性が挙げられている（神田橋, 2004 ; 山口, 2009 ; 築

地・松浦・稲塚, 2016 ; 割澤, 2017）。フォーカシン

グを発展させたＴＡＥ（Thinking At the Edge）は、

フォーカシングの内面にじっくり触れる営みを基盤

としながら、あいまいで言葉になる前の感覚に根ざ

しながら言語化していく枠組みを持つ。高橋（2017）

は、大学院での精神科病院実習体験の振り返りにＴ

ＡＥを導入している。その結果、ＴＡＥの手続き

は、生々しくネガティブな体験に深く留まること

（Dipping）や交差（Crossing）を促進させ、そこか

らその言語化を通して、体験の俯瞰化・概念化・構

造化・普遍化を生じさせることが可能であり、心理

臨床訓練の途上にある多くの人々にもこのＴＡＥの

作業が有効となるための工夫が課題であると述べて

いる。実習体験において知識と体験を結びつけて省

察することに有効性を持つ新しい方法として期待さ

れる。

本稿では、まず上述した実習の振り返りの課題点

への工夫として、実習生がグループでＴＡＥを用い

た振り返りの実践方法を紹介する。そこで得られた

分析資料により、入学してケース担当を始める最初

期（８か月間）に、どのような学習プロセスが捉え

られ、初学者はどのような体験をしながら成長して

いくのか、またどのような要因が成長、変化を促進

するのかを考察し、養成する上での留意点を検討す

ることを目的とする。

２ ．グループ・ＴＡＥ（Thinking At the Edge）を

用いた実習の振り返りの実践

２－１　Thinking At the Edge（ＴＡＥ）とは

来談者中心療法で有名なカール・ロジャーズの共

同研究者であったユージン・ジェンドリンは、心理

療法の実践と研究を行う中で、言葉になる前の体

験の流れについて思索を深め、実感に触れながら象

徴化（言語化）していく方法としてフォーカシン

グを創始し、体験過程理論を構築した（Gendlin,E.

T. 1964）。哲学者でもあったジェンドリンは、後年

フォーカシングを応用し、言語表現のために開発し

たものがＴＡＥである。まだシンボル化されていな

いところ（the edge）にフォーカシングを使って自

分の言葉を、発展的には自分の理論を創造していく

方法である（Gendlin, ＆ Hendricks, 2004）。身体的

意味感覚（フェルトセンス）として「理解」してい

るものを「言語化」する作業に有効である。ＴＡＥ

は難解であり日本に紹介されてすぐには広まらな

かった。得丸（2020）は、その理由として、ジェン

ドリンの暗在性哲学に由来する概念の理解が難しい

こと、ＴＡＥは全体イメージがつかみにくく各手順

の機能がわかりにくいこと、手順が14ステップあり

煩雑であることの３点を挙げている。そのため、概

念理解を助けるためのワークを考案したり、書き込

みながらＴＡＥの手順が進められるシートを開発し

たり、ウェブサイト「ＴＡＥリフレクション」を開

設して多領域での汎用的な活用を広めている（得丸・

小林, 2015）。

ＴＡＥは個人作業で書き記しながら行うことが多
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いが、得丸（2014）は、ペアになって各々の体験を

相手に話し聴き合う行為により、自身の体験を他者

の視点からみる「クロッシングワーク」を紹介して

いる。状況全体のフェルトセンスの意味感覚に集

中し、その意味を表現する言葉を探しながら待つ

「ディッピング」をし、書き記しながら独自の意味

感覚や微妙な違いに集中してさらにディッピングを

行う。その後に、お互いのフェルトセンスからのキー

ワードを交換する「交差（クロッシング）」を行う。

相互作用の中で類似性により凝集した意味（側面）

が立ち上げられ、パターンが抽出されて気づきが生

まれるという工夫が凝らされている。ワークシート

に従って書き進めることにより自ずとディッピング

し、シェアリングをすることでクロッシングが自然

に起こり、体験が深まり気づきが生まれる創意的な

ワークである。

２－２　実習の振り返りの実際

本大学大学院では、2018年に公認心理師対応のカ

リキュラムを導入する際に、実習においてケースを

担当する体験を重視する方向性を明確にし、附属心

理臨床センターでの内部実習の振り返りの時間を

１ヵ月に１度１時限で行うことになった。その際、

高橋（2017）と得丸（2014）の実践に示唆を得て、

ＴＡＥを用いた振り返りの方法を考案した。

Table 1.は、グループ・ＴＡＥによる振り返りの

流れを示している。ここでのグループ・ＴＡＥとは、

筆者らが得丸・小林（2015）を基に応用して作成し

たＴＡＥの実習用ワークシートをグループで用いて

行う実践を指している。Table 1. の左側は、ワーク

シートを用いた個人作業とグループディスカッショ

ン（クロッシング）の流れを示している。中央はＴ

ＡＥリフレクションのシート、右側はジェンドリン

らが設定している３パートの分割法に基づいた区分

を記載し、実習用ワークシートを構成する各段階と

ＴＡＥの手順の段階を照合させている。２回のディ

スカッションにより、メンバーで心理実践実習と

いう状況での実例を集めパターンを抽出すること、

パート１とパート２を交互に繰り返しディッピング

とクロッシングを行うことで、体験過程が大きく推

進することが特徴であると考えている。体験が深化

するだけでなく、自分自身の課題に気づき、次の目

標を具体化するための項目を付け加えた。

Table 2 .は、「ＴＡＥリフレクション」のステッ

プ式ワークシートと教示を応用して作成した、ワー

クシートの各段階の項目名と、各項目における教示

Table１．グループ・ＴＡＥの流れと TAEリフレクション シート名・３パートTAEとの照合

振り返りワークシート・項目のタイトル TAEリフレクション シート名 ３パートTAE
Ⅰ 経験としてのテーマ ０　ライフシート パート１
Ⅱ できごと ２．実例シート（１） パート２
Ⅲ キーワード １．浮上シート パート１
Ⅳ 仮マイセンテンス ３．把握シート（仮マイセンテンスシート） パート１

⇩
◆ ディスカッション① 交差（クロッシング） パート２

⇩
Ⅴ ディスカッションからの深化

４．深化シート　    ５．再把握シート パート１
Ⅵ マイセンテンスとその説明
Ⅶ 気づきと今後の目標

17．まとめシート　 パート２
Ⅷ テーマ

⇩
◆ ディスカッション② 交差（クロッシング） パート２

実習終了後の感想文 17．まとめシート パート２

※得丸・小林（2015）　TAE リフレクション参照
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Table 2．振り返りワークシートの教示

Ⅰ　経験としてのテーマⅠ　経験としてのテーマ

・ これまで経験した心理実践実習（実習記録簿にある内容）を想い起こし、振り返ってみたい経験を１つ選び、選んだ経験をテー
マとします。テーマを短い一文か、または句で表現し、テーマ欄に記入します。テーマの文言は最後に修正することができます。

Ⅱ　できごと

・ テーマにした心理実践実習の活動の中で、どんなできごとがあったか自問して想起される場面を１つ選びましょう。思い出
される事柄を短いことばで書き取ります。細かいこと、ディテイルを大切にしながら、書き綴っていくのがポイントです。
想い起こすことが目的なので、整った文章にする必要はありません。他人に分かるように書く必要もありません。あとでシェ
アリングをする時のために、固有名詞は書かなくてかまいません。自分が読み返したときにわかるように、イニシャルなど
を使います。

・ １つの場面は、いくらでも詳しく書くことができますが、ある程度書いたら、最後に「、、、」をつけて終了します。これは、
まだ続きがあるという意味です。重要部分に下線を引きましょう。１つの場面は、いくらでも詳しく書くことができますが、
ある程度書いたら、最後に「、、、」をつけて終了します。これは、まだ続きがあるという意味です。重要部分に下線を引きま
しょう。

Ⅲ　キーワード

・ できごと欄全体をながめ、テーマとしている経験を感じ直します。書かれている場面や事柄全体を感じる姿勢で、あえて言
葉にせず、しばらく感じ続けます。その感覚を、身体の内側で指差すような感覚で「この感じ」と特定します。

・ 「この感じ」がどんなことばで表現できるかを自問します。浮かんでくる言葉をすくいあげる感覚で、単語や短い句で書き取
ります。形容詞、形容動詞、擬態語、擬音語など、感覚を表すことばがよいでしょう。名詞、動詞、副詞を書いてもかまい
ません。何かに喩える表現もよいでしょう。感覚を表現することが目的なので、整った文章にする必要はありません。他人
にわかるように書く必要もありません。ことばを多く書くことよりも、よく感じることが重要です。たくさん感じて、少し
言葉にするのがポイントです。

・ ある程度書いたら、「、、、」をつけて終了します。これは書ききれないという意味です。記入枠内に余白が残ってもかまいません。
重要だと感じられる２，３の語句に下線をひきます。

Ⅳ　仮マイセンテンス

・ 下線を引いた言葉の一部または全部を使い、感じている「この感じ」を一文で表現します。シートの「この感じは【　　】
という感じである」の【　　】に書き入れます。この文を仮マイセンテンスと呼びます。ここで作る表現は仮のものであり、
後で作り直します。「この感じ」をいくらか表現できていると感じる文ができればOKとします。

◆　ディスカッション①　　キーワード・クロッシング

・ 一人ずつ、テーマ、出来事、キーワード、仮マイセンテンスなどを話せる範囲で発表し一巡します。二巡目には、一巡目の
時に他の人の発言と自分の体験と何か関係ないかな～と振り返りながら感じたことを述べあいます。最後に、一人ずつに対
して浮かんできたキーワードを付箋に書いて交換してみましょう。（付箋を使用したキーワード・クロッシング）

Ⅴ　ディスカッションからの深化

・ 他の人の話や貰ったキーワードから、自分の体験をもう一度振り返り、その過程を通して浮かんでくる言葉を、単語や短い
句で書き取りましょう。重要だと感じられる２，３の語句に下線を引きます。

Ⅵ　マイセンテンスとその説明

・ 集めた語をながめながら、「この感じ」を一文で表現します。シートの「この感じは【　　】という感じである」の【　　】
に書き入れます。マイセンテンスで把握した意味感覚を、可能な範囲でわかりやすく説明します。

Ⅶ　気づきと今後の目標

・ 最初からここまでの振り返りの過程を通して気づいたことを書きます。気づきをふまえ、心理実践実習における今後の目標
を書いてみましょう。

Ⅷ　テーマ

・ 振り返りのプロセスの中でどんな内容をテーマとしていたのか、最終的な文言を確定します。

◆　ディスカッション②

・ Ⅴ、Ⅵ、Ⅶ、Ⅷについて発表します。

※　得丸・小林（2015）　TAE リフレクションを基に著者らが作成
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を記載している。記入用のワークシートは、各段階

の記入欄をＡ４用紙２枚にレイアウトし、個人作業

がしやすいように教示のポイントを記載した。ワー

クシートや教示はＴＡＥリフレクションより一部抜

粋している。

３．心理臨床初学者の最初期の学習プロセスと成長

３－１．方法 

①対象者

研究の対象者は、本大学大学院臨床心理学専攻修

士過程１年生、Ｘ年に在籍していた８名（男性２名、

女性６名、うち社会人経験者１名）である。筆者ら

が実習指導教員として担当する心理実践実習の授業

の一環として実践した。Ｘ－１年に同じく修士課程

１年生７名に対して試験的に導入し、終了後にイン

タヴュー調査を行ったところ、参加者から有意義な

体験であったとの感想が多く述べられ、Ｘ年にワー

クシートを修正して本調査を行うことにした。

実習は、筆者らがそれぞれ２グループに分かれて

各４名ずつ担当し、半期で担当グループを交替し

た。ＴＡＥの基礎となるフォーカシングの体験を１

時限程度行っている。時期は、１年次、臨床心理基

礎実習で実践に入る準備がほぼ終了し、陪席実習が

始まるＸ年７月からＸ＋１年２月まで計８回行われ

た。本大学の教育カリキュラムは、大学院1年次に

講義形式の科目が集中しており、実習体験は附属心

理臨床センターでの内部実習のみであり、２年次に

医療・福祉・教育の外部実習が集中する特徴を持つ。

また、１年次より外部の専門家によるスーパーヴィ

ジョンプログラムを受けている。

②分析方法

分析資料：各回のワークシートの記述内容と、８

回終了後に依頼した自由記述式の感想文を使用した。

Ⅰテーマ、Ⅳ仮マイセンテンス、Ⅵマイセンテンス

は記述データを原文のまま、Ⅵマイセンテンスの説

明、Ⅶ気づきと今後の目標、終了後の感想文は、意

味が複数含まれるものは分節化した。その結果、分

析に用いた切片数は、Ⅰテーマ 64、Ⅳ仮マイセン

テンス 64、Ⅵマイセンテンス 64、Ⅵマイセンテン

スの説明 88、Ⅶ気づきと今後の目標 87、感想 135 、

合計438である。Ｘ－１年のインタヴュー調査は逐

語の一部を考察に用いた。

分析手続き：質的分析法のＫＪ法が主な分析方法

あるが、ＫＪ法の視点生成の際にテキストマイニン

グの手法であるＫＨ-Coderを援用した。多数の記述

をデータに用いており、ＫＪ法における分析者の主

観的な視点と、ＫＨ-Coderで捉えた全体的な言語的

表出の特徴とを補完し合い調査の妥当性を高めるた

めである。ＫＪ法のカテゴリー生成は、研究の目的

を念頭におきながら、先行研究などから抽出されて

いる既成の概念を当てはめるのではなく、記述から

の忠実な読み取りに留意した。

ＫＪ法の分析の際は、第１著者と第２著者がそれ

ぞれにデータを読み込んだ上で予備検討をし、分類

のおおよその方向性について１回目の合議を行った。

第１著者がカテゴリーの分析、統合をしながらカテ

ゴリーの生成を行い、一旦完成したところで第２著

者が記述データに照らし合わせてカテゴリ―を吟味

し、最終的な合議を行ない完成した。

ＫＨ-Coderは、第２著者がテキストマイニング

のためのフリーソフトである、ＫＨ-Coder （樋口, 

2020）を用いて分析を行った。Ⅳ仮マイセンテンス、

Ⅵマイセンテンス、Ⅵマイセンテンスの説明、Ⅶ気

づきと今後の目標、感想文の記述について、自動的

に語を取り出し、抽出語リストと共起ネットワーク

図を作成した。

倫理的配慮：授業の開始時に、グループ・ＴＡＥ

を用いる目的を説明し、毎回作成したワークシート

を最終回に提出することを依頼し、全体の感想文に

ついては終了時に追加依頼した。その際、匿名性の

保証、中断の自由、データの適切な処理、秘密の厳

守について口頭と文書で説明し同意を得た。

３－２．結果

①経験としてのテーマ（Ⅰテーマ）の内容

実習体験として印象深く取り上げられる経験はど

19心理臨床家養成における初期の学習プロセスと成長



のような内容なのか、具体的なことがら（Ⅰテー

マ）を分類した。人数の多い順に、①陪席（N=17, 

26.56%）、②ケースについて（N=13, 20.31%）、③

ケースを持つこと（N=9, 14.06 %）、④ケースカン

ファレンス（N=7, 10.94 %）、⑤電話当番実習（N=6, 

9.38%）、⑥インテーク面接（N=5, 7.81 %）、⑦スー

パービジョン（N=4, 6.25%）、⑧その他（N=3, 4.69%）

と続いた。実習生が初期の段階に注目し印象に残る

実習内容は、初めてクライエント（以下 Cl）に出

会う陪席体験や、ケース担当になり面接を継続する

上でのテーマが多いと言える。

②テキストマイニングによる分析

分析対象の総抽出語のうち、上位30語をTable 3．

に示した。Figure1. は、抽出語の共起ネットワー

ク図であり、10個のサブグラフに分類された。読み

取れる記述傾向として、最も大きなまとまりは、抽

出語の上位３位までの、「自分」、「Cl」、「不安」を

核にして、第８位までの語で構成されている。実習

の初期の段階では、自分自身とClに対して大きな不

安を抱えており、不安や緊張を持ちながら向きあい、

ケースを持つことに責任感や大切さを感じることの

つながりが読み取れる。次にまとまりが見られるの

は、実習を自分自身の体験として振り返り、変化や

気づきを得るというネットワークである。その他の

まとまりとしては、教員やスーパーヴァイザーなど

の養成者の存在、陪席やインテ―クや電話当番の実

習の場面、セラピストとして人として話を聞く心理

臨床活動に関するまとまりが見られる。さらに、円

周上には、心や体の感覚や、感じや距離のつながり

が付置されている。意味のある身体感覚に根ざした

ＴＡＥを用いた振り返りの特徴が表れており、初学

者の学習プロセスを全体的に概観できる結果と言え

る。

③ＫＪ法による分類

分析の結果、３つのカテゴリー・グループが編成

され、第１カテゴリー【学習プロセスの変化】、第

２カテゴリー【自己・他者関係】、第３カテゴリー

【学習プロセスを推進する要因】と命名した。【　】

はカテゴリー・グループ、［　］は上位カテゴリー、

＜　＞は下位カテゴリーを示している。

第１カテゴリー【学習プロセスの変化】は、本研

究の目的に焦点を当てている。［実習において生じ

る気持ちのネガティブな側面］［実習において生じ

る気持ちのポジティブな側面］［不明瞭な専門家ア

イデンティティの揺らぎ］［面接における分からな

さ・停滞と失敗する不安］［援助者としての責任感・

Figure1.抽出語の共起ネットワーク

Table３．抽出語の頻度

順位 抽出語 頻度 順位 抽出語 頻度
1 自分 165 16 自身 20
2 Ｃｌ 150 17 振り返る 20
3 不安 99 18 面接 20
4 感じる 86 19 実習 19
5 ケース 73 20 意識 18
6 思う 71 21 前 18
7 考える 66 22 話 18
8 気持ち 50 23 先生 17
9 感じ 34 24 ＳＶ 16
10 気づく 34 25 向き合う 16
11 緊張 34 26 聞く 16
12 陪席 33 27 Ｔｈ 15
13 持つ 30 28 体験 15
14 感覚 28 29 担当 15
15 分かる 27 30 距離 14

※　総抽出語数　10,361　　異なり語数　1,216
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覚悟］［心理臨床の専門世界に関する体験を通した

理解］［自分が主軸となる感覚］の８つの上位カテ

ゴリーと17の下位カテゴリーが分類された。Table 

4 . には、各カテゴリー名と、代表的な記述例、人

数を示している。記述例には若干要約しているもの

もある。

第２カテゴリー【自己・他者関係】は、ＫＨ-Coder

で最も共起したつながりの視点によるカテゴリーで

ある。［自己意識の高まり］［自分に向き合うプロセ

ス］［Ｃlに向き合うプロセス］［関係性の視点を得る］

の４つの上位カテゴリーと、14の下位カテゴリーが

分類された（Table 5 .）。

第３カテゴリー【学習プロセスを推進する要因】

は、［学習プロセスを俯瞰し意味づける］［自分自身

の癖や特徴への気づきと自己理解］［自己調整］［実

践から学ぶ］［他者からの助言による学びと戸惑い］

［同期のコミュニティの中での共有と成長］［身体感

覚の変化による気づき］［クライエント体験］の８

つの上位カテゴリーと１２の下位カテゴリーに分類

された（Table 6 .）。

３－３．考察

カテゴリーの分類は、記述内容をボトムアップ的

に捉えることに留意して進めたが、先行研究の知見

にほぼ類似するものが多かった（金沢,1998 ; 森田ら, 

2008 : 割澤, 2017）。しかしながら、割澤（2017）の

第４カテゴリー【４個々の気づきや学びの「つなぎ

に視点」の獲得】には至らないが、実習が始まりケー

ス担当を始める８か月というごく最初期に、心理臨

床家としての本質的で継続的な課題となる多様な様

相が抽出されたことは注目される。指導者は、不安

や動揺が生じネガティブに捉えやすい最初期に、す

でに基盤が芽生え揺れ動いていることに気づくこと

が大切である。以下に、カテゴリーの内容の一部に

触れながら、いくつかの観点から若干の考察を試み

る。

①初期の学習プロセスの変化と成長

実習生はさまざまな不安を抱えている。＜初期段

階に生じるネガティブな感覚・感情＞＜未経験の段

階での不安・緊張＞＜初心者である未熟な自分への

不安＞、さらにケースを担当し始めると、Clのこと

や［面接がわからない不安］＜失敗への不安＞など

である。知識や経験が無いことを大きなハンディと

捉える傾向があり、自信を失い自己否定に陥りやす

い。＜Clへの申し訳なさ・罪悪感＞を感じ、自分自

身が援助者に値する存在なのかという根本的な問い

を自己に向け、イメージしていた心理臨床の専門世

界にも違和感を持ち、［あいまいな志望動機や専門

家アイデンティティ］を見直す危機に直面する場合

もある。

初学者ならではの＜学びへの意欲・満足感＞＜実

習の手応え・達成感＞などの［ポジティブな気持ち］

もあるが、［ネガティブな気持ち］の方が上回るこ

とも多いようである。不安、緊張、焦りを抱えなが

らも、現実のClに出会うことによって、複雑で不明

瞭な心理臨床の世界を生身でもって＜自分の体験と

照合させて理解を深め＞ようとし、＜期待・意欲と

不安との葛藤＞の段階を潜り抜け、［援助者として

の責任感や覚悟］を自分の中に定め、＜前向きな気

持ちで道をみつけ一歩ずつ＞進みながら、徐々に［自

分が主軸となる感覚］を得ていくプロセスと捉えら

れる。

 ②主軸となる自己の形成

第１カテゴリー【学習プロセスの変化と成長】の

最終段階には、［自分が主軸となる感覚］が抽出さ

れた。割澤（2017）の【３ 現時点での自分の感覚

や判断の信頼と活用】に類似したカテゴリーである。

＜初期段階に生じるネガティブな感覚・感情＞には、

不安、緊張、混乱、怖さ、落ち着かなさ、戸惑いな

どの記述が多くみられ、それらの感覚が「ずっと身

体の中に何かが残っている」と表現されていた。初

学者は、もやもやする自分は未熟であると捉えがち

で、不安や不全感を一人抱えながら実習に取り組ま

なければならない様子が窺える。しかし、このよう

なネガティブな身体感覚を抱えて持ち続けることは、

高橋（2012）が論じる心理臨床家に必要な能力とし
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Table 4．学習プロセスの変化と成長 (KJ法により抽出された第１カテゴリー）

上位カテゴリー 下位カテゴリー 人数 記述例

学
習
プ
ロ
セ
ス
の
変
化

実習において生じる気持
ちのネガティブな側面

初期段階に生じるネガティブな
感覚・感情 8 ずっしりと重い感じが続いている。不安や焦りから喉が詰

まる。常にソワソワして気持ちが落ちつかない。

未経験の段階での不安・緊張 6
当初は大学院やセンターで活動していくことや、未経験の
ことに大きな不安を抱えていた。ケースの概要を聞いた時、
自分だったらと考えると不安がこみ上げてくる。

初心者としての未熟な自分 3

自分の知識不足や無力感からくる不安が大きい。自分の未
熟さからくる不安を抱えつつ、やらなければいけない状況
で葛藤しながら「どうしたらよいのだろうか」といった不
安が自分の中に常にあった。自分の知識不足、技術不足で
焦りが出てくる。

Clへの申し訳なさ・罪悪感・自
己評価の揺らぎ 6

ケースが進むにつれ「自分はなにもできていない」「申し
訳ない」とどんどん不安が大きくなった。陪席に入りたい
気持ちはあるが、自分で大丈夫なのか？

期待・意欲と不安との葛藤 4 やる気と不安との葛藤。自分の思いと現実のうまくいかな
さに葛藤し混乱している。

実習において生じる気持
ちのポジティブな側面

学びへの意欲・満足感 5

「陪席はチャンス」という言葉があった通り、チャレンジ
するつもりで陪席に挑みたいと思った。いろいろな事例に
ついて色々なディスカッションをし学びを深めたい。議論
による自由さが色々な意見や考えを引き出し、それが面白
いと感じる、理解が深まり、探求心が満たされる。

実習の手応え・達成感 5 自分自身で受け止め、一つひとつの段階を踏んで乗り越え
ていったように感じる。

前向きな気持ちで道をみつけ一
歩ずつ 4

そんな中でも頑張っていこうという前向きな気持ちも強
く、ステップを踏みながら進んでいった。迷路で行き止ま
りにぶつかり道をみつける。緊張と覚悟、段階一歩ずつ。

あいまいな専門家アイデ
ンティティの揺らぎ 3

自分の方向性やスタンスが持てていないことに気づいた。
何を極めたいとか、どの学派に学びたいとかいう気持ちは
なかったように思う。

面接における分からなさ
・停滞と失敗への不安

面接が分からない、停滞し進め
ない 6

ケースの回数を重ねてからは、Clに対して自分は何をした
ら良いのか、何ができるのか、今自分がやっていることは
これでよいのかなどと考えるようになり、身動きの取れな
いような感覚があった。 

失敗への不安 6
分からないなりに行った結果が良いものではなかったとき
にどうしようといった不安がある段階にいる。間違えては
いけないという思いが常に頭のどこかにあり、正解を求め
る結果、動けなくなるような感覚に落ちいる傾向がある。

援助者としての責任感・
覚悟 4

Clが必要を感じて来てくださったので自分ができることを
こなして、Clの必要としている援助を行いたいという気持
ち、それと同時にプレッシャーでもある。実習は責任感や
覚悟を持ち気を引き締めないといけないと思った。

心理臨床の専門性に関す
る体験を通した理解

自分の体験と照合させて理解を
深める 6

ラポールを形成することが重要であることを授業で学習し
ていたが、Clと信頼関係を築くことは難しことであり、実
際にできていなかったと痛感した。

基本の難しさに気づき改めて取
り組む姿勢 2

Clを中心に考えるという再度基礎に立ち返ることができ
た。Clとの信頼関係を築くという初歩的な所から始めるこ
とが大切なのかと思った。

心理臨床の世界への感覚 2
臨床心理は正解がないはっきりしないものであり、それが
不安を引き起こし覚悟を要求してくる。セラピーはＣlの成
長を見守るところであり気づくところ。

自分が主軸となる感覚

自分の感覚を信頼する 3
初めては手探りで不安だけど、自分を信じてやっていくし
かない。手探りで正解がわかないから、自分自身がどう感
じているか。自分を持つ大切さ。

自分が主軸である自覚 3
自分がケースを持つ自覚は忘れず、色々な視点を取り入れ
て対応していく。自分自身のスタンスをしっかり持つこと
を意識してＣlに向き合っていきたい。
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Table 5．自己・他者関係 (KJ法により抽出された第２カテゴリー）

上位カテゴリー 下位カテゴリー 人数 記述例

自
己
・
他
者
関
係

自己意識の高まり

自己に焦点が向けられる 5 わかったつもりも、質問できなさも、自分を考えるのも、
自分集中のせい。初めての不安と自分自身。

感覚の混乱 5
何もない所、足場がなく方向もない所に人で放り出され
て、振り回されている感じ。初めての経験ばかりで、感
覚が自分に追いついていない感じ。

他者との比較 5
振り返りの時だけでなくて、日常生活においても、何か
と比べて焦ることが多かったようにも思う。人からどう
思われるかをとても気にしていることに改めて気がつい
た。

自己に向き合うプロセス

自分に向き合い深く考える　 4
緊張と静の中での自分との向き合い。今やっていること
に集中して自分に向き合う。 自分の頭の中から消えない
この感じは何なのかということに向き合えることができ
て、自分の今の気持ちについて深く考えることができた。

自分の気持ちに距離をとり俯瞰
する 4

自分を俯瞰して見て、どのような流れがあったかを思い
出して振り返る。記録を書いていくうちに距離が取れて
重たさが軽減された。引きずっている重たいものをその
ままにしない、距離をとる、どこかに置く。

自分の感覚を大切にし、ありの
ままに受け入れる 2

自分の足りないこと自信のないことを受け入れる。緊張
の中でも、自分を見失なわないように行動する。他の人
からどう思われるかを考えすぎず、いい意味で自分らし
くいられるようにする。

Clに向き合うプロセス

分からないことへの混乱 4
Clが分からないという感覚を強く感じた。「これでいいの
か？」という疑問は、Clの本心が分からないという不安か
ら来ているのか。

自身の体験を通してClを理解し
ようとする 3

Clと似てるなと感じる。どうしたらいいか分からないとい
う気持ちを互いに抱えていると思う。Clの抱えている苦し
みや重たさを転移的に体験し、何かClのためにしてあげよ
うともがいていた。これ以上聞かないで！といった空気
を感じ、どうしたらよいか分からなくなっていた。

Clの多面性に気づく 4
そこが共感できるところからと思っていたが、細かなニュ
アンスが違うので、Clの世界が分からなくなってる。前回
からの変わりようや、展開のめまぐるしさにギャップを
感じている。

Clと自分は違う存在であること・
距離感 4

私はClの話を聞いて納得してしまう節があるが、Clと自分
は違うものである。自分の考えを一旦置いてクライエン
トを知る。自分の中で解釈している考えとは違うかもし
れない。Clに距離感を受け止め、関わっていく。

Cl自身をありのままに見る・
素直に聴く姿勢 4

Clの言葉を受け取って大切にしていくと、そこに何かヒ
ントがある気がする。ケースの中でClの言葉に集中して、
そのまま素直に聴く姿勢。Clの問題をあらためて考える。

関係性の視点を得る

影響への気づき 3
Thが不安を感じているとClはもっと多くの不安を感じて
いるかもしれない。自分が暗くネガティブに考え過ごし
ていると、Clに影響を与える可能性がある。

相互作用・関係性として捉える 5
Clの心は、本当のところは分からないかもしれないが、面
接中の自分の気持ちとの連動や相互作用という点からも
考えていきたい。自分とClの関係性の中で自身の気持ちに
ついて振り返る。

協働作業の意識 2
Clと一緒に解決策を見つけるのは、Clの気づきを見守るこ
と。Thの理解があっているかClに確かめながら進めてい
き、そうすることで話が深まていき、Clのニーズや面接の
目標がはっきりしていく。
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Table 6．実習プロセスを推進する要因 (KJ法により抽出された第3カテゴリー）

上位カテゴリー 下位カテゴリー 人数 記述例

実
習
プ
ロ
セ
ス
を
推
進
す
る
要
因

学習プロセスを俯瞰し意
味づける 4

ずっとこの気持ちではなくて、ケースを持って定期的に
会っていくと変化するだろう。実習の中で得られた体験を
振り返って言語化することは、今後Clに会うようになった
時、重要な意味を持つと感じた。

自分自身の癖や特徴への
気づきと自己理解 6

緊張感や解放感と同時に自分の傾向や癖の葛藤からくる解
放感もあったのかなと感じた。何か不安になることがある
と必要以上に不安になり、考える時とそれ以外の時の切り
替えをしたい。

自己調整

心構えを整える　 6
インテークまでにClに会う心構えを整える。責任感や覚悟
を持って気を引き締めなければならない。できるだけ落ち
着いて陪席に臨みたい。

視野の広がりと視点の修正 5

Clの感情にも注目して話を聴けたこと、視野、チャンネル
を広く持てたことは学びになった。自分のスタンス、考え
の無さ、色々な考えを受け取り、選択できるようになる。
先日立てた見立てを踏まえてもう一度考え次回のケースに
備えたい。

バランス感覚 3
考えてばかりで感じる作業が足りてないがゆえに表面的に
なやりとりになりがち。感じることに重きを置くバランス。
余裕は大切にするが、緊張感を持たないといけない。

不安や反省を受け入れ活かす　 2
反省点が見えると同時に余裕が生まれ、前回の反省が生か
せるのはないか。自分もClも常に同じではないので、修正
するのは間違いではなく修正が必要になったと考える。

実践から学ぶ

行動することが大切 4

ケースをやっていく中で自分自身の気持ちは落ち着いてい
る感覚があり、やっとスタートラインに立てた感じがする。
不安や焦りに惑わされるだけでなく行動に移すことで前に
進んでいきたいと思った。

実践のリアルな感覚　　　 5
やってみて実感しないと分からない。陪席が終わってから
はセンターに慣れ始め、Clと関わることの抵抗感が減って
いった気がする。

Clの成長や力への気づき 1 C12　少なくともClは意識的な問題を自分の力で解決し前
に進んでいる。

他者からの助言による学
びと戸惑い

支えられ、教えられる 5

カンファで事例を提出し、先生方、先輩方、ＳＶの先生か
らも貴重な意見を頂いており、様々な立場からの考え方が
あることを学んだ。ＳＶではケースについて話すことが多
くなり、一緒にみたてや方針を考えてもらった。

助言を活かす難しさ 2 様々な立場からの意見をすべて吸収しようとする傾向があ
り、取捨選択できない自分の未熟さを痛感した。

同期のコミュニティの中
での共有と成長

みんな同じという共有感覚 4

みんなやっぱり同じ思いなんだなと思った、同じ感覚を共
有できてよかった。一人で向き合っていると思ってしまう
が、みんな同じように緊張して頑張っている。自分だけじゃ
ないと思って頑張る。

仲間と成長する場 4

不安や反省を仲間と深め合いながら、成長するためのヒン
トを得るための場として作用していたのでないか。先生や
他の院生と話しをし、自分自身の気持ちを振り返り、共有
することでとても内省することができケースに繋げること
ができた。

身体感覚の変化による気
づき

ポジティブな気持ちや感覚の変
化に気づく 5

重たい感じから少し距離がとれ、軽くなった。静まるなか
から、ぱっと気がつく。重たい感じから少し解き放たれ、
すっと軽くなった

身体感覚からの気づきを活かす 2
身体の感覚に意識を向けることは、自分の心理状態を知り
意識するきっかけになりうる。自分に中に消化しきれな
かったものを消化できた感覚を得ることができた。

クライエント体験 2
将来的には自身がThとしてClに求める課題でもある。それ
を体験できたという意味でも意義のある体験だったのはな
いか。
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て“Negative　Capability”を身に着ける通路にな

ると思われる。１か月に１度のグループ・ＴＡＥは、

このような意味のある身体感覚に意識的に触れる場

になっていた。枠組みのある安全な場において、残っ

ている感覚に丁寧に触れ続けるディッピングとク

ロッシングを繰り返すことにより、＜ポジティブな

気持ちや感覚の変化に気づく＞ことが生じ、回を重

ねるにつれ、＜身体感覚からの気づきを活かし＞な

がら実践活動を主体的に舵取りする軸が形成されて

いった。割澤（2017）の調査対象者は修士課程修了

後３か月以内の者であり、約半数がこの段階に至っ

ていたが、本研究では１年次終了時に８名中６名に

見出された。グループ・ＴＡＥの方法が、“Negative

　Capability”や主軸となる自己の形成を促進する

ための有効な方法である可能性が示唆された。

③自己・他者関係（自己・Cl・関係性）

上述したような学習プロセスの変化には、第２

カテゴリーで抽出した【自己・他者関係】（自己・

Cl・関係性）の変化が基底にあり連動していること

が推察される。今回の研究で最も注目している視点

である。実習者は、初めて出会うClと感情を含めた

交流を持ち、信頼関係を形成することが面接におけ

る最初の課題のひとつになる。人と人が触れ合う直

接的で情緒的な関係であり、時にはその人の人生に

関わる責任の一部を持つような局面に遭遇すること

もある。一方、それに相反するようなセラピストと

しての中立性や対等な関係性も専門家として求めら

れる。初期段階では、セラピストとクライエントと

いう専門的な次元と、人と人としての次元との二重

性に戸惑い、これまでに経験したことのない自己・

他者関係による強い不安が喚起され［自己意識の高

まり］、自分自身が分からなくなるような＜感覚の

混乱＞が生じるものと思われる。

辻（1994）の自己意識理論の観点からは、人は不

安が高まると私的自己意識も公的自己意識も高まり、

注意が自己に焦点づけられ、私的自己意識が高揚す

ると理想自己との不一致などを鮮明に認知し自己評

価を低下させることが多く、他者の視点から自己を

意識する公的自己意識が高揚すると、当惑や恥など

の対人不安が生じるという。本研究でもこの時期に

は＜自分に焦点が向けられ＞＜他者との比較＞が喚

起される記述が多く見られた。ニ者関係を結ぼうと

し、そのありようを第三者に外側から評価される独

特の状況は、傷つき感や苦慮感を伴い、実習を回避

し停滞することもあるだろう。

自己焦点化の時期から［自己に向き合うプロセス］

へ移行する時には、＜自分に向き合い深く考える＞

自己内省が始まり、＜自分の気持ちに距離を取り俯

瞰する＞ことや、＜自分の感覚を大切にし、ありの

ままに受け入れる＞こころの動きが見出された。さ

らに、Clに焦点が向けられる［Clに向き合うプロセ

ス］においては、Clのことが＜分からないことへの

混乱＞から生じるネガティブな内的体験の中で、＜

Clの多面性（多様性、複雑性）に気づき＞＜自身の

体験を通してClを理解＞しながら＜Clと自分は違う

存在であること・距離感＞を自ら感じ取ったり、Cl

から感じさせられたりし、＜Cl自身をありのままに

見る・素直に聴く姿勢＞に至っている。

谷村（1993）は、主体性を持った明確な他者の対

項としてのみ主体性をもった自己の意識が形成され、

自己と他者の関係性を俯瞰的にとらえることで、自

分の視点と他者の視点を相対化できると述べている。

心理臨床の場における他者とは、まず第１には、違

和感や分からなさとして意識されるClの存在そのも

のであろう。次の語りはケースの中断によって一気

に他者としてのClに焦点が向けられ、自己内省が始

まることがよく表れている。

［中断が転機となって他者（Cl）に焦点が向けられ

たという語り］

「一回中断があってから、何かそこから、もっと

Clさんを見れるようになったというか、自分の中で、

何か向き合おうと感じの気持ちになったな～、昔は

ほんとに不安にもなってたな、今、あれから変わっ

た、中断してから色々考えるように変わったな～、

あれが転機だったな～と思い起こしていました。中
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断にあって、自分のどこがだめだったんだ～って最

初は思ってたんですけど、Clさんのことを全然あん

まり見れてなかったなというか、Clさんを見ながら

会話するというより、自分がこういうセラピーをし

たらいいとか、こういうのがセラピーじゃないかな

あ、って接するみたいな感じだったりもしたな、中

断してからは自分が考え出したと思う。」（X-1年イ

ンタヴューより）

第２カテゴリーの最終段階である［関係性の視点

を得る］には、＜自身の体験を通してClを理解しよ

うとする＞ことが前提となり、＜影響への気づき＞

＜相互作用・関係性として捉える＞を経て＜協働作

業の意識＞へと進んでいく。関係性については、セ

ラピストとしての自分とClとの関係、自分の内的体

験としてClをどう感じるか、自分とClの間に流れる

何かの感じ、などいく通りかの記述例が見られた。

このような関係性の捉え方は、精神分析臨床におけ

る関係性の理解に通じる体験であり、平木（2011）

が述べる、心理臨床家として獲得すべき重要な資質

である「自己と他者の関係の中で、複雑な現象を当

事者として、メタレベルで理解する目を養うこと」

に繋がりうると思われる。割澤（2017）は、初学者

の教育・訓練を考えるにあたって、学習対象の選択

と限定化を行わず、関心を広く持ち学習を進めるこ

との重要性を示しているが、その上で、実習生が現

時点でどのような心理療法の理論やアプローチに親

和性や指向性があるのか、自身の体験を通して探り

ながら研鑽の方向性を描くことは有益だと言えるだ

ろう。

④俯瞰する視座の生成

距離をとり俯瞰するカテゴリーとして、第２カテ

ゴリーの＜自分の気持ちに距離を取り俯瞰する＞＜

Clは自分と違う存在であること・距離感＞、第３カ

テゴリーの＜学習プロセスを俯瞰し意味づける＞が

抽出された。まず自分の気持ちに距離をとること

が、次にClを他者として捉える契機となり、自己と

他者の関係性を俯瞰的に把握することが可能になる

と考えられる。俯瞰する視座が生成されることによ

り、自己相対化することができ、体験を通した［自

己理解］が進み、学びを進める主体として舵取りす

る［自己調整］が可能になる。つまり、＜心構えを

整える＞ことにより不安を乗り越えて実習に臨み、

行き詰まりを感じる時にこそ＜視野の広がりと視点

の修正＞が進み、＜バランス感覚〉＞の重要性に気

づき、＜不安や反省を受け入れ活かす＞余裕が持て

るようである。次の語りからは、自分の気持ちを俯

瞰して認めることによって自身の感情が変化し、他

者の立場で考えることができるようになったプロセ

スが読み取れる。

［自分の気持ちを受け止めると気持ちが変化し、他

者の立場で考えるという語り］

「C1さんからのネガティブな発言だったり、ネガ

ティブな感情に対して、今までは自分はこうなのに

という感情がやっぱり出てくると、すごくもやもや

する感じがあったんですけど、そこをいったん受け

止めて、それがどうしてそういうふうな発言をされ

たのかを一緒に考えていくと、そんなにもやもやが

強くなくなるというか、もっと聞いてみたいなとか、

そっちの方を知りたいなとか、そういう感情に置き

かわることがあって、何かすごく、自分自身の感情

が穏やかになるという感じがありました。自分の感

情で考えるのではなくて、いったん止まって考えて、

そこからまた広がる感じがあります」（X-1年インタ

ヴューより）

割澤（2017）は、初学者は有益な指導に自信を喪

失したり、順調な学習に行き詰まりを感じたり、非

常に揺らぎやすい存在であり、学習プロセスの全体

像を把握し、その全体像における自己の位置をその

つど確認しながら学習を進めることが重要であると

述べている。本稿で抽出された［学習プロセスを俯

瞰して意味づける］からも、現時点での学びを実習

全体のプロセスの中に位置づけて、見通しを持つこ
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とにより、自分自身を支えて前進することが示され

た。

⑤ 実習プロセスを推進する要因としての他者性と共

同性

先に述べたように、実習生にとっての第１の他者

はクライエントである。［実践から学ぶ］の＜行動

することが大切＞＜実践のリアルな感覚＞から、何

よりもClに出会い継続して会っていくことが実習を

前進させる力になること明らかである。そして、第

２の他者は教員やスーパーヴァイザーなどの指導者

である。［他者からの助言による学びと戸惑い］か

らは、ケースカンファレンスやスーパーヴィジョン

で＜支えられ、教えられる＞最も影響を受け、頼り

にする存在であることが窺える。一方で＜自分が主

軸となる感覚＞を頼りにできない段階では、主体的

な選択ができず、戸惑いや＜助言を活かす難しさ＞

も感じている。

［同期のコミュニティの中での共有と成長］から

は、一緒に学ぶ仲間たちが第３の他者として大きな

役割を果たしていることが分かる。＜みんな同じと

いう共有感覚＞の中で、お互いの体験を深く聴き合

い言葉で交差すると、言葉が身体に響き合う場にな

る。同じ状況を共有した身体感覚に根ざした仲間か

らの言葉は安全で、お互いの比較や評価に過敏にな

り過ぎず傷つくことは少ないと推察される。同情し

合うことに留まらず、自ずと内省し合う作業に進展

し、ネガティブなものがポジティブに変容する場面

が多く見られた。自己に肯定的な大きな気づきや前

進するエネルギーが得られ、実習を推進する作用を

もたらしていたと思われる。学びの場の共同性と他

者性による自己相対化により視点が広がり、新鮮に

体験されている様子が次の語りからよく窺える。

［身体感覚に根ざした共同性の中でのクロッシング

による視点の広がりを表す語り］

「Pさんが、カウンセリングは川のイメージにつ

ながるという話を聴いて、川のイメージは僕の中か

らは出てこなかったですけど、川のイメージってい

うPさんの考えに触れると、そこからまた自分の感

覚が分かったり、別の視点をもらえて、何かそうい

うのがすごく嬉しかったし新鮮で面白いと思った。

毎回コメントを貰う作業があって、自分がマイセ

ンテンスで感じていることと、僕のマイセンテンス

を聞いて他の人が感じてくれたことは、重なる時は

あるけど違うことを思ってくれることが多くて、あ、

そういう見方や考え方ができるんだ、思考を柔らか

くしてくれたり、視点を広げてくれる。貰える体験

ができるし、それが本当に助けにもなる。やってよ

かったな～とか、聞いて貰えてよかったな～ってい

う感覚がありました。」（X-1年インタヴューより）

４．まとめ 

本稿では、心理実践実習の振り返りの課題点への

工夫として、グループ・ＴＡＥを用いた実習の振り

返りの方法と実践を紹介した。実習において知識と

体験を結びつけ、言語化し省察する心理臨床力の育

成を目的としている。通常の振り返りは意識レベル

のものになりやすいが、ＴＡＥを用いた振り返りは、

前意識レベル（the edge）の深い内的体験に触れた

言語化が可能となり、養成教育の最初期であっても

心理臨床家としての本質的な基盤となる課題に通じ

る変化が捉えられた。ＴＡＥを用いた振り返りその

ものが、心理臨床家養成の有効なトレーニング法で

ある可能性が示唆された。

次に、初学者はどのような学習プロセスを踏み、

どのような体験をしながら成長するのか、また学習

プロセスの推進要因についても検討した。３つのカ

テゴリーに分類されたが、これらは同じ事象を別の

視点から捉えており、相互作用が生じていると推測

される。第１カテゴリーは、主に初学者の心理的な

変化に焦点を当てており、動揺期から模索期、さら
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に前進期と進んでいく。第２カテゴリーは、自己・

他者関係に焦点を当てており、自己焦点から他者焦

点へ、そして相互作用、関係性の構築へと変化して

いる。学習プロセスの変化は、基底にある自己・他

者関係の変化と連動し、ほぼ並行しながらよりなわ

で進んでいくものと推察される。第３カテゴリーも

含め、本研究で抽出された心理臨床家養成における

初期の学習プロセスとは、「様々な不安を抱えなが

ら自己の内的体験に触れ、自己相対化と俯瞰する視

座の生成により、体験と一致した自己理解や自己内

省が進み、自己が主軸となる感覚により実習を舵取

りしはじめ、心理臨床の専門性の基盤が芽ばえるプ

ロセス」と捉えられた。

学習プロセスを推進する要因としては、俯瞰機能

の獲得が挙げられるが、セラピストとしてこのよう

なこころの働きを身に着けるためには、自分自身や

ものごとをありのままに見るマインドフルネス・ス

キルや、体験との距離の持ち方や自己との関係づ

くりがエッセンスであるフォーカシングは有効な

方法であると考える（渡辺, 2016 : 近田, 2002 ; 日笠, 

2003）。ケースを持つ実践に入る前には、こころを

耕す感受性訓練の意味も含めフォーカシングのベー

シックな体験（村山, 2013 ; 森川, 2015）、ケースを

持ち始める時期には、実践の場面に近いインタラク

ティブ・フォーカシング（吉水, 2017）、ケースを継

続していく時期には、体験を吟味しながら実践に活

かすセラピ スト・フォーカシング（吉良, 2010）が

具体的な方法として挙げられる。事例検討やロール

プレイ、スーパーヴィジョン、そのほか特化したト

レーニング法などとともに、適時、系統的に取り入

れることが望まれる。今後の課題として、学習プロ

セスの各カテゴリー間の構造やその関係性について

さらに究明することにより、初期の心理臨床教育に

効果的なトレーニング法の工夫を重ね、その効果を

検証することが挙げられる。
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